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夢への一歩を踏み出す力
ス

ポ

ー
ツ笑顔の

教
室

ト
ッ
プ

ア
スリートが

夢
先

生夢

　

6
月
13
日
、
大
和
田
小
学
校
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ

笑
顔
の
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
一
丸
と
な
り
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
「
こ
こ
ろ
の
回
復
」
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。
小
学

校
に
「
夢
先
生
」
が
訪
れ
、
夢
先
生
と
子
ど
も
た
ち

が
遊
び
と
対
話
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
く
な
か
で
、
笑
顔
や
元
気
、
自
信
を
取
り
戻

し
、
自
己
の
力
や
可
能
性
に
つ
い
て
気
付
け
る
よ
う
導

い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
夢
先
生
と
し
て
来
校
し
た
の
は
、
日
本
を
代

表
す
る
プ
ロ
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手

で
、
足
裏
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
保
持
者

で
も
あ
る
W
a
s
s
e
氏
。
W
a
s
s
e
先
生
は「
遊

び
の
時
間
」
の
冒
頭
で
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち

は
見
た
こ
と
も
な
い
技
に
大
歓
声
。
続
く
「
対
話
の
時

間
」
で
は
、
自
身
が
小
学
生
時
代
に
経
験
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
で
の
辛
い
経
験
、
高
校
時
代
の
故
障
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
か
ら
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
へ
転

向
し
、
夢
を
叶
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、「
当
た
り

前
の
事
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
一
瞬
一
瞬
を
素
直
に

大
切
に
生
き
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、

夢
を
叶
え
る
た
め
に
「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
。
行
動
を

起
こ
す
。
感
謝
す
る
。
周
り
の
人
も
幸
せ
に
す
る
。
こ

の
4
つ
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
子
ど
も
た
ち
は
、「
宝
物
シ
ー
ト
」
に
こ
れ

か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢
を
記
入
し
、「
パ
テ
ィ

シ
エ
に
な
っ
て
美
味
し
い
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
た
い
」、

「
歌
手
に
な
っ
て
色
々
な
歌
を
歌
い
た
い
」
と
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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無理しない、頑張りすぎない省エネ・節電ライフ

　電力をたくさん作り続ける時代から、賢く使い、少ない電気でも楽しく暮らす知恵が求められる時代になりました。
　皆さんも、各家庭で出来る省エネ・節電の取り組みについて、無理のない範囲でご協力をお願いいたします。

地球温暖化は、二酸化炭素などの大気中の濃度
が増加することで起こります。近年多発する超
大型台風、異常高温、ゲリラ豪雨、洪水などの
異常気象も地球温暖化の影響が考えられ、節電・
省エネの取組みは、これらの現象に対する適応
策を考えることにもつながっています。

出典：資源エネルギー庁推計

 

夏の昼間（午後2時頃）の電気機器の使用例
（在宅世帯の例）

エアコン 

58%
冷蔵庫 
17%

その他 
10%

照明 6%

テレビ 5%

照明 6%

テレビ 5%

待機電力
3%

パソコン0.4%
温水洗浄便座
0.6%

家庭の昼間の
電力の大半は
エアコンです

　夏の日中の家庭における消費電力のうち、
エアコン、冷蔵庫、テレビ、照明が 8割程
度を占めています。これらを中心に節電に
取り組んでいただくと効果的です。

◆熱中症に注意！
屋内でも熱中症にかかる場合があります。
特に、ご高齢の方や体調に不安のある方は、
お気をつけください。熱中症の予防と対策に
ついては、下欄をご覧ください。

市役所  生活環境課　☎３３～２１１１（内線）１１３４問

＊家庭で出来る節電対策＊
◆設定温度の調整を適温に
　「冷やしすぎ」に気をつけて、設定温度は控えめに。
◆フィルターの清掃はこまめに
　フィルターは、2週間に一度を目安に清掃すると、ホコリのつまりによる冷房能力と風量の
　低下を防ぐことができます。
◆ブラインドや緑のカーテンなどで日射の進入をカット
　ブラインドや緑のカーテンなどで窓から入る熱を遮断すると室温が上がるのを防ぐことがで
　きます。
◆風向きは上向きに
　冷房中は風向きを上向きに。また、扇風機などを併用して室内の空気を循環させるとより効
　果的です。
◆室外機のまわりはすっきりと
　室外機のまわりの空気の流れを妨げると効率が悪くなります。植木や物などで通風を妨げな
　いことが大切です。

エアコン

◆設定温度の再確認を
　食品の入れ具合に応じて、設定温度が「強」の場合は「中（標準）」にしましょう。
◆扉の開閉は短く、少なく
　普段から冷蔵庫の中は整理整頓しておき、ムダな開閉を減らすことが大切です。
◆できるだけ放熱スペースを
　冷蔵庫の上に物は置かず、上部を開放し、まわりにすき間を空けることが大切です。

冷蔵庫

◆電球の取り換え時には省エネ性の高いランプに
　白熱電球から電球形蛍光ランプや電球形ＬＥＤランプに取り換えるようにします。
◆調光機能を使う
　調光機能がついてるタイプは、必要な明るさに調節することをおすすめします。

照明

熱中症を防ぐために
熱中症の発生は７～８月がピーク
日ごろのちょっとした配慮で防ぐことができます

熱中症とは…

　熱中症は、高温の環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体

内の調整機能がうまく働かないことにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大

量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症になると意識障

害などが起こります。

こんなときは熱中症に注意を！

◆気温が高い（28℃以上）

◆湿度が高い（70％以上）【同じ気温でも湿度が高いほうがなりやすい】

◆風がない

◆直射日光にあたる

◆暑さに慣れていない【急に暑くなったときが危険です】

◆暑い夜【大丈夫と思われがちな、室内や夜間にも熱中症になる人がいます】

◆熱帯夜の翌日【寝不足などで体が疲れているときも要注意です】

水分補給

熱中症の予防法

熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です

○こまめな水分補給（特に高齢者・障がい者の場合、のどの渇きを感じなく

　ても、こまめな水分補給を）

熱中症になりにくい室内環境

○扇風機やエアコンを使った温度調整

○室温が上がりにくい環境の確保（こまめな換気・遮光カーテン・打ち水）

○こまめな室温確認

体調に合わせた対策

○こまめな体温測定（特に体温調節機能が十分でない高齢者・障がい者・子ども）

○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

外出時の注意
○日傘や帽子の着用　○日陰の利用、こまめな休憩

○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

○天気の良い日は昼下がりの外出はできるだけ控える
①暑さの感じ方は人によって異なります！

②高齢者の方は特に注意が必要です！

　熱中症患者のおよそ半数は 65 歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能や暑さに対する体の調節機能が低下しています。のどの

　渇きを感じていなくてもこまめに水分補給をしたり、暑さを感じていなくてもエアコンなどを使用して温度調整をするように心がけましょう。

③まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切です！

　一人ひとりの呼びかけ合いが大切であり、特に熱中症への注意が必要な高齢者、障がい者や子どもについては、周囲が協力して見守るようにしましょう。

④節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください！

　節電を意識するあまり健康を害することのないよう、気温や湿度の高い日には、決して無理な節電はせず、適度にエアコンなどを使用し熱中症を予防しましょう。

注意していただきたいこと・お願いしたいこと

問 鉾田保健センター　☎３３～３６９１
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市民協働を
推進する事業に
最大10万円
補助します

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
役
所  

企
画
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
３
０
２

問

鉾
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を

募
集
し
ま
す

鉾
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を

募
集
し
ま
す

　

市
民
自
ら
の
発
想
と
行
動
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
市
民
活
動
団
体
等
が
実
施
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
団
体
の
要
件
】

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
を
中
心
に
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
お
こ
な
う
団
体
の
う
ち
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
団
体
で
す
。

○ 

5
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、
そ
の
内
8
割
以
上
が
鉾

田
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
あ
る
こ
と

○
適
切
な
会
計
処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

○
任
意
の
団
体
に
つ
い
て
は
規
約
等
を
有
し
て
い
る
こ
と

【
補
助
の
内
容
】

名　
　

称

補
助
の
内
容

活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
事
業
、
は
じ

め
た
ば
か
り
の
事
業
に
対
し
、
最

大
5
万
円
を
補
助

活
動
促
進
支
援

こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
事
業

を
拡
大
・
発
展
し
て
お
こ
な
う
事

業
に
対
し
、
最
大
10
万
円
（
事
業

費
総
額
の
１
／
２
の
額
）
を
補
助

【
補
助
対
象
と
な
る
事
業
】

　

補
助
対
象
と
な
る
の
は
、
公
益
性
が
あ
り
市
民
協
働
を
推

進
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
で
す
。

※ 

た
だ
し
、『
今
年
度
鉾
田
市
か
ら
別
の
補
助
を
受
け
て
い
る

事
業
』、『
過
去
に
他
市
町
村
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
い
る

事
業
』、『
政
治
・
宗
教
・
営
利
目
的
の
事
業
、
他
団
体
へ

の
補
助
を
目
的
と
し
た
事
業
』、『
団
体
の
運
営
管
理
に
属

す
る
事
業
』
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■ 提出書類の審査及び団体へのヒアリング審査に
よって、補助対象となる事業が決定されます。
審査は、市民及び行政で組織された補助金審査
委員会が行います（9月中旬予定）。

【補助金審査の実施】

【過去の実績】
■ 平成 24 年度は、下記の団体が実施した事業に補
助金を交付しました。

団体名 事業内容

ほこたカルタを普及する会 ほこたカルタ大会、ほこたカル
タ展示パネル作成

仲間づくり部会 婚活 deまちづくりの実施

■ 指定の要望書（市役所企画課で配布）にご記
入の上、市役所企画課（本庁舎 3階）に提出
してください。 

【応募方法等】

【募集期間】
■  7 月 3日（水）から 8月 30 日（金）まで
　受付時間：9:00 ～ 17:00　土日祝日を除く

締め切り
8/30（金）

投 票 日▶7月 21日（日）
投票時間▶午前 7時～午後 6時

　

投
票
当
日
に
仕
事
や
用
事
、
旅
行
・
出
産

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
の
た
め
に
期

日
前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
期
間　

7
月
5
日（
金
）〜
7
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
（
休
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

●
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
期
日
前
投
票
所

　
　
　
　

・
鉾
田
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

　
　
　
　

・
ふ
る
里
見
聞
館

　
　
　
　

・
旭
地
区
学
習
等
供
用
施
設

※
期
日
前
投
票
終
了
日
間
近
は
大
変
混
雑
し

　

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
投
票
く
だ
さ
い
。

　

7
月
21
日
（
日
）
は
、
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
は
、
3
年
ご
と
に
そ
の
半
数
を
改
選
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
そ
の
改
選
の
年
に
あ
た
り
、「
茨
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
」

と
「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」
の
2
つ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
、
有
権
者
誰
も
が
参
加
で
き
る
国
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ

の
一
票
が
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。
大
切
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

問

市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
３
３
〜
２
１
１
１　
（
内
線
）
１
２
２
２

期
日
前
投
票

入
場
券
に
つ
い
て

指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

投
票
で
き
る
人

　

満
年
齢
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
鉾
田

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

＊
平
成
5
年
7
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

＊
平
成
25
年
4
月
3
日
ま
で
に
鉾
田
市
に
住

　

民
票
が
作
成
さ
れ
て
い
る
方

　

投
票
所
入
場
券
は
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
て

お
り
ま
す
。
入
場
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
住

所
、
氏
名
、
投
票
所
な
ど
を
よ
く
お
確
か
め

の
う
え
、
投
票
の
際
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定

を
受
け
て
い
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
（
市
外

も
可
）
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
、

院
長
な
ど
に
申
し
出
る
と
、
そ
の
施
設
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

有
権
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
等
）
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、
電
子
メ

ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は
引
き
続
き

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
表
示
義
務

　

が
あ
り
ま
す
。

【
有
権
者
】

　

候
補
者
・
政
党
等
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
氏
名
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
表

　

示
義
務
、
一
定
の
記
録
保
存
義
務
が
あ

　

り
ま
す
。

【
候
補
者
・
政
党
等
】

【
注
意
事
項
】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
投
票

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
選
挙
運
動
は
、
公
示
日
か
ら
投
票
日
の

　

前
日
ま
で
し
か
行
え
ま
せ
ん
。

●
未
成
年
者
、
外
国
人
等
は
選
挙
運
動
を

　

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
Ｈ
Ｐ
や
電
子
メ
ー
ル
等
を
印
刷
し
て
頒

　

布
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

参議院議員通常選挙参議院議員通常選挙

鉾田市長選挙のお知らせ

10 月 27 日（日）
投票時間

投票日

午前 7時～午後 6時

平成 25年 11月 12日任期満了に
伴う鉾田市長選挙が下記のとおり
執行されることになりました。

10 月 20 日（日）告示日

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復

　

法
改
正
に
よ
り
、
成
年
被
後
見
人
の
方
の

選
挙
権
が
回
復
し
、
今
回
の
参
議
院
議
員
選

挙
か
ら
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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問

　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
所
得
等
の
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で

す
。
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
現
況
届
は
毎
年
提
出
し
な
い
と
、
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
支
給
停
止
中
の
方
も
届
出

が
必
要
で
す
。）

【
提
出
先
】

・
福
祉
事
務
所

・
旭
市
民
セ
ン
タ
ー

・
大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
家
庭
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
７
１

社
会
福
祉
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
６
３

「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
な
手
当

●
児
童
扶
養
手
当

　

 　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の
父
・
母
ま
た
は
両
親

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

届
出
期
間
　
８
月
１
日
〜
30
日

「
所
得
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
な
手
当

●
特
別
障
害
者
手
当

　

 　

精
神
ま
た
は
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
在
宅
の
重
度

障
害
者
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
20
歳
以
上
の
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　 

　
精
神
ま
た
は
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
在
宅
の
重
度

障
害
者
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

 　

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
（
20
歳
未
満
）
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

届
出
期
間
　
８
月
12
日
〜
９
月
10
日

※ 

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

在
宅
障
害
児
福
祉
手
当
と
の
併
給
は
可
能
で
す
。

問

〈
注
　
意
〉

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
国

の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
受
給
開
始
５
年

②
支
給
要
件
に
該
当
し
て
７
年
経
過

※ 

①
、
②
の
い
ず
れ
か
早
い
日
が
経
過
し
た
翌
月
か

ら
支
給
額
の
一
部
が
減
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届

出
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
用
除
外
と

な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
既
に
提

出
さ
れ
て
い
る
方
も
、

再
度
、
現
況
届
に

併
せ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。

各
種
手
当
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く
！

 

〜
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

あけぼの館
Akebonokan

文化財展示施設

までの毎週 月・水・金曜日

■開催期間

※ 14日、23日は休館となります

■開館時間

9：00～ 16：00まで
問い合わせ先
市教育委員会 生涯学習課　☎３７－４３４２

あけぼの館

総合公園

　バス
ターミナル

鉾田
市役所

北浦

巴川

鉾
田
川

新
鉾
田
駅

至水戸

至Ｒ51

至鹿嶋
文

串挽小

所在地：鉾田市
　　　塔ヶ崎 17-3

【案内図】
　今年も市文化財展示施設「あけぼの館」を一般公開しま
す。「あけぼの館」には市内の遺跡から発掘された石器、
土器、古いお金などの貴重な文化財を展示しています。
　また、新たに展示室の一角に昔の電気やガスのなかった
時代の道具を多数展示してあるので実際に手で触れて動か
し、使い方を確かめることができるようになってます。
　小中学生だけでなく大人の方々にも懐かしいと思っても
らえる道具をたくさん展示していますので、ぜひ一度足を
運んでみてはいかがでしょうか？

金7/22　  ～ 8/30月

くらしと道具のうつりかわり
～原始・古代から現代へ～
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問

市
役
所  

生
活
環
境
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
３
３

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に
要
し
た

費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

【
補
助
対
象
者
】

　

 　

市
内
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が
営
巣
し
て
い
る
土
地
ま
た
は
建

物
を
所
有
、
管
理
、
ま
た
は
占
有
し
て
い
る
方
で
、
申
請

日
に
お
い
て
市
税
（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
保
税
）
の
滞
納
が
な
い
方

　

※
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
金
の
額
】

　
　

駆
除
1
件
当
た
り
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の
1
の
額

（
上
限
額
5
千
円
）

　

※ 

補
助
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
は
切
捨

て
と
し
ま
す
。

　

※ 

年
度
に
お
い
て
、
同
一
の
建
物
ま
た
は
土
地
に
つ
き
１

回
限
り
と
し
ま
す
。

【
補
助
金
申
請
手
続
き
】

　

 　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
お
考
え
の
方
は
、
ス
ズ

メ
バ
チ
の
駆
除
終
了
後
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

生
活
環
境
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

①
印
鑑

　

②
駆
除
に
要
し
た
費
用
が
分
か
る
領
収
書

　

③ 

振
込
み
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
銀
行
の
通
帳

な
ど
）

　　

※ 

申
請
手
続
き
は

ス
ズ
メ
バ
チ
の

駆
除
を
実
施
し

た
日
か
ら
30
日

以
内
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

鉾
田
市
で
は
、
ハ
チ
の
中
で
も
毒
性
が
強
く
刺
さ
れ
る
と
強

い
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
現
れ
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る
こ
と
も

あ
る
「
ス
ズ
メ
バ
チ
」
に
つ
い
て
、
駆
除
費
の
一
部
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

申請受付中

市
役
所　

保
険
年
金
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

●
毎
年
更
新

　

 　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
毎
年
更
新
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
平
成
25
年
7
月
31

日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
郵
送

　

 　

8
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
（
有
効
期
間
、

平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
7
月
31
日
ま
で
）は
、

7
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
か
か
る

際
は
、
新
し
い
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料

　
 　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年
金
天
引
き
（
特
別
徴

収
）、
口
座
振
替
・
納
付
書
（
普
通
徴
収
）
に
よ
り
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
納
付
書
（
新
規
に
加
入
さ
れ

た
方
や
保
険
料
の
変
更
が
あ
っ
た
方
な
ど
）
に
よ
り
お
支

払
い
い
た
だ
く
方
へ
は
、
7
月
中
旬
に
保
険
料
納
付
の
お

知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

●
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

 　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
短

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
方
は
預
貯
金
残

高
の
確
認
、
納
付
書
に
よ
り
お
支
払
い
さ
れ
る
方
は
、
納

付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜新しい被保険者証の見本＞

■ 新しい被保険者証の色はみどり色
になります。

   

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
　
　
　
　
　

の
更
新
に
つ
い
て

問

メ
ロ
ン
・
イ
チ
ゴ
・
み
ず
な
・　

　
　

パ
セ
リ
・
ほ
う
れ
ん
そ
う 　

　
　
　
　
　

生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

●
助
成
内
容

　

還
元
型
太
陽
熱
土
壌
消
毒
を
実
施
す
る
場
合
に
使
用
す
る

「
フ
ス
マ
」
又
は
「
米
ぬ
か
」
の
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成

市
役
所  

産
業
経
済
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
６
４

　

市
で
は
、
土
壌
病
原
菌
等
を
予
防
す
る
た
め
、
環
境
に
配

慮
し
た
還
元
型
太
陽
熱
土
壌
消
毒
を
実
施
し
た
方
へ
、
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
農
地

助
成
率

助
成
の
限
度
額

市　

内

２
分
の
１

10
ア
ー
ル
当
た
り

　
　
　

１
万
５
千
円

市　

外

４
分
の
１

10
ア
ー
ル
当
た
り

　
　
　

７
千
５
百
円

●
条
件

　

土　
　

地　

 
還
元
型
太
陽
熱
土
壌
消
毒
実
施
後
に
対
象
作
物

を
作
付
す
る
圃
場

　

対
象
作
物　

メ
ロ
ン
・
イ
チ
ゴ
・

　
　
　
　
　
　

み
ず
な
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
・
パ
セ
リ

　

対  

象  

者
・
市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

　
　
　
　
　

・ 

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
適
正
な
処

理
を
行
っ
て
い
る
こ
と

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
込
締
切　

９
月
30
日
（
月
）

　

提
出
書
類　

交
付
申
請
書
及
び
同
意
書

　
　
　
　
　
　

 

領
収
書
（
フ
ス
マ
や
米
ぬ
か
の
数
量
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
）

　
　
　
　
　
　

圃
場
の
位
置
図

　

提
出
先　
　

市
役
所　

産
業
経
済
課

　
　
　
　
　

※ 

市
内
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
方
は
、
Ｊ
Ａ
で

も
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
〜
４
３
４
２

問

　

開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
に
つ

い
て
照
会
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
と
は
、
地
中
な
ど
人
目
に
触
れ
に
く
い
状

態
で
埋
も
れ
て
い
る
文
化
遺
産
を
い
い
、
そ
れ
ら
が
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
土
地
を
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま

す
。
鉾
田
市
内
に
は
、
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も

８
０
０
か
所
以
上
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
土
地
で
も
埋
蔵
文

化
財
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
の
建
設
や
土
木
工
事
な
ど
を
計
画
・
実
施
す
る
場

合
は
、
遺
跡
の
有
無
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

照
会
し
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

遺
跡
の
範
囲
内
は
原
則
と
し
て
発
掘
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
工
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
調
査
を
し
な
く
て

も
済
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
照
会
方
法

　

窓
口
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

問
合
せ
の
2
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

※
照
会
地
点
の
特
定
が
難
し
い
た
め
、
電
話
で
の
照
会

は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

◆
必
要
書
類

　

調
べ
た
い
場
所
の
地
番
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
図
面

　
（
住
宅
地
図
等
）

二重作の九反歩遺跡から

出土した土器片

    

文
化
財
を
保
護
し
、

　
　
　
　

     　

未
来
へ
伝
え
よ
う
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農  地  集  積
新  規  就  農 市役所　産業経済課   ☎３３－２１１１  （内線）1163・1165問

■農地集積協力金（経営転換協力金）
【交付単価】　次の貸付面積に応じて下段の金額が交付されます
　０．５ ㌶ 以下　　　　　　　30 万円／戸
　０．５ ㌶ 超２．０ ㌶ 以下　　50 万円／戸
　２．０ ㌶ 超　　　　　　　　70 万円／戸
【交付対象者】　農地集積に協力する農地の所有者等で
　①土地利用型農業から経営転換する販売農家
　②農業部門の減少により経営転換する販売農家
　③リタイアする販売農家
　④農地の相続人で自らは農業を行わない方
　※「土地利用型農業」とは、稲・麦・大豆・そば・なたね・てん菜及
　　びでん粉原料用ばれいしょを生産する農業をいいます。
　※「農業部門」とは、次の 11 部門をいいます。
　　◆土地利用型作物  ◆露地野菜等  ◆施設野菜  ◆露地果樹  ◆施設果樹
　　◆露地花き  ◆施設花き  ◆茶  ◆牧草  ◆サトウキビ  ◆その他
■農地集積協力金（分散錯圃解消協力金）
【交付単価】　5千円／ 10 ａ当り
【交付対象者】　農地の連担化に協力する販売農家で
　①中心経営体の経営耕地に隣接する農地の所有者
　② 中心経営体の経営耕地に隣接する農地を借りて耕作していた農業者
◎交付条件
　ａ．農地利用集積円滑化団体等に農地への利用権設定を委任すること
　　　※委任期間は 10 年以上、利用権の設定期間は 6年以上で相手方は指定できません
　ｂ．当該農地集積を行うことについて、人・農地プランに位置付けられていること

　経営リスクを負っている新規就農者の経営が軌道に乗るまでの間を支
援します。

新規就農者への支援

「人・農地プラン」とは・・・
　高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など、5年後、10 年後の展望
が描けない地域が増えています。そこで、国では、①今後の中心となる
経営体（個人、法人、集落営農）、②農地の集積、③地域農業のあり方（生
産品目、経営の複合化、6次産業化）等について、各市町村で計画を策
定することを推進しています。

〈申請受付〉

　土地利用型農業から施設園芸等への経営転換、相続により農地を取得、
高齢により農業からリタイヤする等を契機として農地を貸したい方を支
援します。
　農地を貸すことにより、市が定める「人・農地プラン」に位置づけられ
た地域の中心となる経営体（以下、中心経営体）に農地集積が図られる場
合に農地集積協力金を交付します。

農地を貸したい方へ

支援事業のお知らせ！

【給付額】　　１５０万円／年
【給付対象者】
　主な要件は、次のとおりです（詳細についてはお問い合わせください）。
① 45 歳未満で独立・自営就農（※）する方
② 市で作成する「人・農地プラン」に位置付けられている方（見込みも可）
③ 生活費の確保を目的とした国の給付を受けていない方（生活保護、失
業保険等）
④ 就農後の総所得（本給付金を除く）が２５０万円未満の方
※「独立・自営就農」とは・・・
　ａ． 農地の所有権又は利用権を給付対象者が有していること
　ｂ． 生産物や資材等の出荷、取引を給付対象者名義で行っていること
　ｃ． 経営収支を給付対象者名義の通帳及び帳簿で管理していること 等
◎ 親元に就農する方は原則対象外ですが、次の場合は対象となります。
　ア． 親の経営から独立した部門を立ち上げて経営する場合（部門別経営）
　イ． 親元に就農してから５年以内に親から経営を継承する場合（経営継承）
【給付期間】
　経営開始後、最長 5年間
　※経営開始後 1年を超えて最初に給付申請した場合、給付期間は 5年
　　間から既に経過した年数分を差し引いた期間

/167
から

出店　 　者募集

検査件数 飲用適 飲用注意 飲用不適

482 件 163 件
（33.8％）

144 件
（29.9％）

175 件
（36.3％）

★過去 4年分の井戸水の水質検査結果

　

水
道
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で
は
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、

水
道
整
備
事
業
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も
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道
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に
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と
は
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な
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あ
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。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
水
道
課
で
は
、
水
道
普
及
率

の
向
上
を
図
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
今
年
も
１
２
０
件

の
井
戸
水
の
水
質
検
査
を
公
募
し
ま
す
。

検
査
内
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一
般
細
菌
・
大
腸
菌
・
硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
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窒
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機
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・
PH
値
・

味
・
臭
気
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度
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濁
度
（
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目
）

検
査
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象
者　

 

生
活
用
水
を
井
戸
水
の
み
で
対
応
し
て
い
る
方

で
水
質
検
査
の
結
果
、
水
道
法
の
水
質
基
準
に

不
適
合
の
場
合
、
上
水
道
へ
加
入
及
び
使
用
す

る
意
思
の
あ
る
方

　
　
　
　
　
　

※ 

平
成
21
年
度
か
ら
24
年
度
に
鉾
田
市
水
道
事

業
で
検
査
さ
れ
た
方
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

検
査
件
数　

 

１
２
０
件
（
旭
区
域
30
件
、
鉾
田
区
域
60
件
、

大
洋
区
域
30
件
）

　
　
　
　
　
　

※ 

件
数
を
超
え
る
申
込
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

受
付
窓
口　

 

鉾
田
水
道
事
務
所　

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
電
話
申
込
不
可
）

申
込
期
間　

平
成
25
年
7
月
5
日
（
金
）
〜
7
月
31
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分　

土
日
祝
日
を
除
く

実
施
期
間　

8
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
日
時
の
指
定
は
で

　
　
　
　
　
　

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
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所
　
水
道
課
　
☎
３
２
〜
４
３
３
３

そ
の
水
、
安
心
し
て
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め
ま
す
か
？

３
分
の
２
の
井
戸
水
が

　
　

飲
用
注
意
ま
た
は
不
適
合
で
す
。

　

鉾
田
市
水
道
事
業
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
4
年
間
の
井
戸
水
の
水

質
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
3
分
の
1
は
飲
用
適
で
し
た
が
、
残
り
3
分
の
2
は

飲
用
注
意
ま
た
は
飲
用
不
適
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

井
戸
水
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雨
や
周
囲
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環
境
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
く
、
近
年
は
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
に
よ
る
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
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用
不
適
の
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由
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て
は
、
一
般
細
菌
や
硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
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素
の
値
が

不
適
合
と
な
る
な
ど
、
飲
用
に
適
さ
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

井
戸
水
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検
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公
募
し
ま
す
。
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開催日時

開催会場

申込用紙 (市HPにてダウンロード可 )に必要事項を記載のうえ、市商工観光課へお申込みください。（FAX・郵送等可）

平成 25年７月 12日（金）必着

実行委員会で出店（展）内容等を審査し後日通知します。

詳細については、出店決定者を対象に事前説明会を開催します。

〒 311-1592　鉾田市鉾田 1444 番地 1　鉾田市商工観光課
TEL  0291-33-2111　　内線 1141・1142　　FAX  0291-32-2128

内　　容

出店（展）料

出店（展）資格

出店（展）決定

申込方法

申込期限

事前説明

市民、市内の事業者、公益的な市民団体、公共団体などで会場設営準備のご協力をして頂ける方
※食品を扱う場合の保健所への申請・届出等については、出店者が行ってください。
※フリーマーケット及び露天等の専門業者は出店を受付けません。
※２日間出店できる方を優先し、出店希望多数の場合にはうまかっぺフェスタ’ 13 実行委員会の審査に
　より出店できない場合があります。

申込 ･問合せ

テント１張 /１日の利用（予定）　　①物品販売　7,000 円　　②展示ＰＲ　2,500 円
③行政関係の出店料は免除です。ただし物品販売を伴う場合は、2,500 円となります。
※利用できるテントは１張です。（３間×２間）　※PR展示の場合は、２店でテント１張となる場合があります。
※出店料にはテント・横幕・長机：180 ㎝× 45 ㎝２台・パイプ椅子４脚・電源の使用料等を含みます。

鉾田市内に在住又は事業を営む方等で、展示・販売・実演等をとおして、商品・店舗
・技術等の積極的なＰＲを実施（共同出店も可能です）

鹿島灘海浜公園

平成25年１０月５日
※２日とも午前９時から午後３時までを予定しています。

６日●・土 ●日

鉾田うまかっぺフェスタ’１３
出店　 　者募集

鉾田市マスコットキャラクター

ほこまる

た
くさ

んのご応募

お
待
ちしております

※なお、この募集の内容については、
　変更が生じる場合がございますので
　ご了承願います。

（展）

　「買うつもりはなかったのに・・・」「話を聞くだけって言ったのに・・・」
と思いがけないトラブルや被害に遭い、悩みを抱えている方はいませんか？
　個人での解決が難しいときは、消費生活センターに相談してみてはいか
がでしょうか。みなさんの消費生活における相談について共に考え、問題
の解決や自立した消費者になるための手助けをいたします。

利殖商法にはご注意！
　「値上がり確実」「必ずもうかる」など、もうけが出ることを強調し
てお金を集める「利殖商法」があります。
　「未公開株」「投資ファンド」等を語り、高齢者を狙う詐欺的被害が、
市内で急増しているため注意が必要です。
　こうした被害は、被害額が高額となり、支払ったお金を取り戻すこ
とが非常に困難です。
　上記のような話しをもちかけられたら、絶対にその場で契約せず、
消費生活センターにご相談ください。

訪問買取のトラブル急増！
　突然自宅を訪問し、貴金属などを強引に安く買って返品に応じない
「訪問買い取り」のトラブルが増えています。
　断ってもなかなか帰らなかった、強引で怖かった、通常より安く買
い取られたなど、困ったときはご相談ください。
　今年２月特定商取引に関する法律の一部改正により、訪問買取につ
いてもクーリングオフが適用されるようになりました。
　購入業者は法律で定められた書面を交付しなければならず、消費者
はその書面を受け取った日を含めて８日以内であれば無条件で商品を
取り戻すこと（クーリングオフ）ができます。
　しかし、クーリングオフが適用されない商品など、例外もあるため
注意が必要です。
～クーリングオフ適用除外となる商品、取引形態～
・自動車、家具、家電（携行が容易なものを除く）、本や CD・DVD、
　ゲームソフト類、有価証券
・消費者自ら自宅での契約締結等を請求した場合　・転居に伴う売却の場合
・いわゆる御用聞き取引の場合　・いわゆる常連取引の場合

鉾田市消費生活センターをご利用ください。鉾田市消費生活センターをご利用ください。
鉾田市消費生活センター
鉾田市鉾田 1443（鉾田保健センター内）　    ☎３３－２９９２
相談時間　平日 9:30 ～ 12:00　13:00 ～ 16:30　土日祝日は休み
◆休日は消費者ホットラインをご利用ください。 ☎ 0570-064-370

●搬入の条件
　東日本大震災で被災した住宅で、り災証明書があるもの。
　また、大震災で倒壊したブロック塀等。

月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

毎月第２金曜日 １２日 ９日 １３日 １１日 ８日 １３日

毎月第３日曜日 ２１日 １８日 １５日 ２０日 １７日 １５日

●注意事項
　・搬入する際は、荷台へシートやネットなどを掛け、飛散防止に努め
　　てください。
　・搬入者は、申請人（所有者）本人又は家族並びに、運搬委託業者に限定。

●搬入許可書
　・申請のあった物件について、個別ごとに職員が調査、確認に伺い
　　搬入量を把握します。
　・搬入する車の台数により、許可証を交付します。（確認後、郵送）

　災害瓦礫の受付は、平成25年3月8日をもって終了しました。しかし、
被災者等から要望があり、下記のとおり最終搬入を再開することになり
ましたのでお知らせします。

●申請書類
　①搬入申請書　②り災証明書（写）　③印鑑（認印）

●搬入場所（前回と同じ）
　天神平粗大ごみ保管場所　　鉾田市二重作 1688 番地 1

●搬入できる品目
　①瓦（陶器瓦・いぶし瓦・コンクリート瓦）
　②ブロック塀（大谷石・御影石等の塀も含む）
　※今回は、木材の搬入はできませんので、ご注意願います。

●搬入日　【 搬入時間　８：００  ～  １６：３０ 】

大震災による瓦礫等の搬入について大震災による瓦礫等の搬入について

●申請期間及び場所
　【期間】7/1（月）～ 11/29（金）※土日祝日を除く　平日 8:30 ～ 17:00
　【場所】市生活環境課及び大洋・旭各市民センターの管理G窓口

市役所 生活環境課　☎33-2111（内線1131・1132）問
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　5 月 26 日、大洋公民館で「ほこたっ子フェスティバル 
2013」（鉾田市民舞台芸術協会主催）が開催されました。
この催しは、市内の子どもたちに舞台で表現するよろこび
を経験して欲しいとスタート、今年で２回目を迎えます。
出演したのは幼児から高校生までの 11 グループで、ヒッ
プホップダンス、フラ、演劇、和太鼓演奏、吹奏楽などを
披露、いずれも日々の練習の成果を存分に発揮した内容で、
集まった多くの観客を沸かせていました。

まちの
話題

●ほこたっ子フェスティバル心豊かに育て、子どもの祭典

　今年も鉾田市産メロンの消費拡大に向けて、市産地ブラン
ドアップ振興協議会、市内 JA 及び生産者により、メロンＰＲ
キャラバン隊が組織され各地で消費宣伝活動を行いました。
　5月 24・25 日に長野県長野市で、5月 30・31 日に宮城県
仙台市で、テレビ番組やラジオ番組に出演し、両県民にメロ
ンの美味しさをＰＲ。また、各市内小売店で試食による販促
PR や食育事業の一環として幼稚園へのメロン贈呈を行い、メ
ロンの本物の美味しさを伝えて消費拡大を図りました。

　5月 19・26 日、大洋中学校前庭で鉾田市消防団
大洋支団（全 16 師分団）の統一訓練が行われまし
た。各団員は、規律訓練、機器取扱訓練、放水訓
練を行い、市民の生命財産を守るため、災害時に
備えて訓練に励みました。

●鉾田市消防団大洋支団統一訓練
地域の安全安心を守るために

　5月 29 日、市内札在住で鉾田大使の映画監督門
井肇氏が、市役所へ訪れて新作映画「ナイトピー
プル」の完成と県内ロードショー（6/29 ～ 7/5）
が決定したことを市長に報告しました。

●新作映画で門井監督表敬訪問
今作、クライムサスペンスを撮る

●いばらき園芸振興賞表彰式
最優秀賞と県知事賞をW

ダブル

受賞
　6 月 6 日、水戸市の県市町村会館で行われた
園芸農産物の品質向上や新たな産地づくり、流
通・販売対策などで優れた活動や実績のあった
団体を表彰する「いばらき園芸振興賞」表彰式
において、『ほこた農業協同組合園芸部会水菜部』
（高根澤好克部会長、稲木秋男部長）が、最優秀
賞と県知事賞を受賞しました。

●鉾田のメロンＰＲキャラバン隊各地で、メロンの美味しさをＰＲ

信越放送のＴＶ番組に生出演

宮城テレビのＴＶ番組に出演

長野市内のスーパーで販促ＰＲ

仙台市内の幼稚園へメロン贈呈
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鉾田杯中学校軟式野球大会

　5月25・26日、6月1日の3日間にわたって第

11回鉾田杯中学校軟式野球大会（鉾田ライオンズ

クラブ・市教育委員会共催）が開催され、県内の

各地区大会で上位に入った強豪校20校と市内中

学校4校が出場し、熱戦が繰り広げられました。

●たばこ販売協同組合鉾田支部環 境美化で、新鉾田駅周辺清掃

　6月 5日、たばこ販売協同組合鉾田支部は、
新鉾田駅周辺のロータリーや公園、道路の清
掃ボランティアを行った。同支部員や JT 鹿
島営業所から 17 名が参加、駅前をきれいに
しようと、ポイ捨てされた空缶や吸い殻など
を拾い集めました。

●市内全域クリーン作戦み んなで街をきれいに

　6 月 2 日、クリーン作戦が市内全域
で実施され、各地区で草刈りやゴミ拾
いが行われました。集められたゴミ
の量は、可燃ゴミ 6,100kg、不燃ゴミ
6,555kg、粗大ゴミ 8,030kg と前年を
上回る量が収集されました。

　5 月 23 日、白鳥西小学校で大洋地区防災訓練が実施され
ました。訓練では、児童たちが地震により火災が発生したと
の想定で避難訓練、そして地元消防団員による放水訓練が開
始、女性消防団員の指導で消火器による消火訓練や煙体験、
起震車による地震体験なども行われ、子どもたちは災害時の
対応について学びました。

　6月 21 日、市内舟木地内に完成した舟木地区農業集落排水処
理施設で同施設の通水式が行われました。式典には関係者約 40
名が出席、通水セレモニーで始動ボタンを押して、供用を開始
しました。同施設は高度処理型回分式活性汚泥方式を採用、処
理能力は 473 ㎥ / 日、舟木地区の住民 1,750 人分の処理を見込
んでいます。

●農業集落排水処理施設
舟木地区で供用開始 ●鉾田市大洋地区災害対応訓練

白 鳥西小で、小学生防災訓練

●いっぴんマルシェ in HOKOTA店 の一押し商品やサービスを紹介

　6月8日、鉾田市商工会脇の店舗跡地で「いっ
ぴんマルシェ」が開催され、「一店逸品カタロ
グ」（鉾田市商工会発行）に掲載された店舗の
中から、13店舗が出店。会場には各店自慢の
サービスや逸品の販売が行われ、たくさんの
人々で賑わいを見せていました。この催しは
今後も継続的に行っていくとのことでした。

SPORTS

　5月 28 日、鉾田総合公園で小学校陸上記録会

（鉾田市教育会主催）が市内小学５・６年生が参

加し開催されました。100m 走などのトラック競

技や、走り幅跳び、ソフトボール投げなどが行

われ、日頃の練習の成果を競い合いました。

第 11 回 第８回

鉾田市教育会小学校陸上記録会

小学校陸上記録会新記録（敬称略）

【５年生】
女子 800m走
　2 分 50 秒 2
女子走り幅跳び
　3 ｍ 74cm
男子 80mハードル
　14 秒 8
男子ソフトボール投げ
　55m
男子 400mリレー
　1 分 00 秒 3
【６年生】
女子 80mハードル
　14 秒 4
男子 80mハードル
　13 秒 4
男子走り高跳び
　135cm

八角空来（白鳥東小）

石崎真悠（大竹小）

大久保磨寛（旭西小）

野原悠仁（旭西小）

旭西小５年１組

山口芽依（徳宿小）

大沼拓哉（旭北小）

野原慎ノ介（旭西小）
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各  種  採  用  試  験   の   案  内

◆鉾田市職員採用試験
　受  付  期  間   　7/1（月）～ 31（水）　
　　　　　　　　※持参の場合は土日、祝日を除く 8:30 ～ 17:15　
　採用予定人員　【一般事務】　　　    　　　　　　若干名
　　　　　　　　【一般事務（身体障がい者）】  　　若干名
　　　　　　　　【保育士・幼稚園教諭】    　             若干名
　第 1次試験　　9/22（日） 　場所：茨城大学　　内容：筆記試験・作文（大学卒は論文）
　第 2次試験　　11 月予定      場所：鉾田市役所　内容：集団討論・面接
　受  験  資  格　   次の資格を有し「採用試験案内」（市のHP・総務課で取得可）に記載さ
　　　　　　　　れた欠格事項に該当しない者。ただし 7/28 実施の試験で鉾田市を受験し
　　　　　　　　た方は応募不可
　　　　　　　　【一般事務】
　　　　　　　　① S63.4.2 ～ H4.4.1 生まれの方で、学校教育法による大学を卒業した方
　　　　　　　　　又はH26.3.31 までに卒業見込みの方
　　　　　　　　② S63.4.2 ～ H8.4.1 生まれの方で、学校教育法による高等学校もしくは
　　　　　　　　　短期大学を卒業した方又はH26.3.31 までに卒業見込みの方
　　　　　　　　【一般事務（身体障がい者】
　　　　　　　　　S53.4.2 ～ H8.4.1 生まれの方で、学校教育法による高等学校、短期大学
　　　　　　　　　もしくは大学を卒業した人又はH26.3.31 までに卒業見込みの方で自力
　　　　　　　　　により通勤でき、かつ、介護者なしに事務職としての職務の遂行が可
　　　　　　　　　能な方で、次の（１）～（３）のすべてに該当する方
　　　　　　　　　（１）身体障がい者手帳の交付を受けている人
　　　　　　　　　（２）通常の勤務時間に対応できる人
　　　　　　　　　（３）活字印刷文による出題に対応できる人
　　　　　　　　【保育士・幼稚園教諭】
　　　　　　　　　S55.4.2 以降生まれの方で、保育士資格及び幼稚園教諭免許の両方を有
　　　　　　　　　し、保育士登録済みの方又はH26.3.31 までに取得・登録見込みの方
　申  込  方  法　   所定の受験申込書に必要事項を記入し、受付期間中に市役所総務課へ持参
　　　　　　　　又は郵送。申込書は、市役所総務課で配布。郵送希望の場合は、宛先を明
　　　　　　　　記し 120 円切手を貼った返信用封筒（角 2 ｻｲｽﾞ）を下記へ郵送（大卒・短
　　　　　　　　大卒・高卒（一般）（障がい者）又は保育士等の別を記したメモを同封）
　　　　　　　　○申込書送付先　　〒 311-1592　鉾田市役所　総務課　人事係

◆鹿行広域事務組合消防吏員採用試験
　受  付  期  間　   7/16（火）～ 8/15（木）
　採用予定人員　消防Ａ　７名程度　　消防Ｂ　４名程度
　第１次試験日　9/22（日）　場所：  鹿行広域消防本部
　　　　　　　　　　　　　  内容：教養試験（消防Ａ：大学卒程度、消防Ｂ：高校卒程度）
　　　　　　　　　　　　　　　　  適性検査・作文試験
　第２次試験日　身体・体力検査・集団討論・面接試験　※第１次試験合格者のみ
　受  験  資  格 　  消防Ａ　S63.4.2 ～ H4.4.1 生まれの方で学校教育法による大学（短期大学
　　　　　　　　　　　　を除く）を卒業した人又はH26.3.31 までに卒業見込の方
　　　　　　　　消防Ｂ　H4.4.2 ～ H8.4.1 生まれの方で学校教育法による高等学校を卒業
　　　　　　　　　　　　した人又はH26.3.31 までに卒業見込の方
　　　　　　　　ただし、日本国籍を有しない人及び地方公務員法第 16 条の欠格条項に該
　　　　　　　　当する人は受験できません。
　申  込  方  法  　所定の受験申込書に必要事項を記入し、受付期間中に鹿行広域消防本部
　　　　　　　　又は管内各消防署（鉾田・潮来・行方）へ持参してください。
　　　　　　　　※受験申込書は、消防本部及び管内の各消防署・出張所にあります。

◆裁判所職員一般職 ( 高卒 ) 採用試験
　受  付  期  間　　7/16（火）～ 25（木）（締切日消印有効）
　　　　　　　　 ※申込書は、必ず簡易書留郵便で提出してください。
　第 1次試験日　 9/15（日）　内容：基礎能力試験・作文試験
　受  験  資  格　　H25.4.1 において高等学校卒業後２年以内の方及びH26.3 までに高等学校
　　　　　　　　 を卒業する見込みの方
　※詳細についてはお問合せください。　http://www.courts.go.jp/saiyo/index2.html

問 市役所総務課　☎ 33-2111（内線 1222・1223）

問 鹿行広域消防本部総務課　☎ 34-2119

排水設備主任技術者試験
及び講習会の実施のお知らせ
 問      市役所 下水道課　☎ 32-8381

申込締切　8/20（火）
講習日　9/20（金）13:30 ～ 16:30
試験日　10/22（火）13:30 ～ 15:30
場　所　ホテルマロウド筑波（土浦市城北町）
費　用　試験 2,000 円　講習会 2,000 円
申込先　鉾田市役所　下水道課
※排水設備主任技術者が在籍していることが
　鉾田市排水設備工事指定店の条件となって
　います。

7月15日 
■ 主催 /鉾田理容組合　　問  同事務局   ☎３２－２８３５

2013

理容まつり理容まつり

10：00
ｉｎ茨城空港

   (月) ～15：00

【内   容】
チャリティーカット
衿剃り体験
耳エステ＆マッサージ
各種模擬店など

上級救命講習会 参加者募集

 問      鹿行広域事務組合消防本部 警防課　☎ 34-8119

申込期間　8/1 （木）～　
日　時　9/21（土）　受付 9:00 ～
　　　　9:30 ～ 18:30（8 時間）
場　所　行方市立北浦公民館　2階会議室
内　容　成人、小児、乳児を対象にした心肺
　　　　蘇生法・AEDの使用法その他の応急
　　　　手当を習得できます。（実技中心）
対　象　鉾田市・潮来市・行方市に在住・在勤・
　　　　在学の方
定　員　15 名（先着順）
申　込　電話または Eメールにてお申込みく
　　　　ださい。
　　　　（Eﾒｰﾙ：rokko-fd-keibou@smile.ocn.ne.jp）
●基礎救命講習・普通救命
　講習等についての質問・
　要請は、最寄りの消防署
　までご連絡ください。
　個人のほか事業所・PTA・
　自治区など団体の申込み
　も受付ています。
　鉾田消防署　☎ 34-0119
　大洋出張所　☎ 34-5119
　旭　出張所　☎ 34-4119

　申込締切　7/25（木）
開  催  日　10/27（日）
場　　所　大洋公民館　大集会室
参加資格　鉾田市在住・在勤・在学の方
　　　　　※グループに一人含まれれば可
ジャンル　①器楽合奏部門　②軽音楽部門
　　　　　③合唱・吹奏楽部門　④舞踏部門
　　　　　⑤日本音楽部門　⑥郷土芸能部門
　　　　　⑦その他舞台で表現するもの
参  加  費　有料（小・中・高校生は無料）
申込方法　FAX にて、①グループ名（人数）
　　　　　②演奏ジャンル③代表者名④住所
　　　　　⑤連絡先を記入してお送りください。
　　　　　申込 FAX 番号　  33-4359

鉾田市民音楽祭 出演者募集！
 問    鉾田市民舞台芸術協会　☎ 080-2132-2803

問 水戸地方裁判所事務局　☎ 029-224-8421
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情報ひろば

農業委員会からのお知らせ
  市農業委員会事務局
  ☎ 33-2111（内線 1251・1252）

問

【農地相談】
　日　時　7/9（火）
　　　　　○大洋総合支所　9:00 ～ 11:30
　　　　　○旭総合支所　　13:30 ～ 16:00
　内　容　各種申請書の受付と審査
【申請締切】　7/10（水）
【定例総会】　7/25（木）

高速道路事業等相談窓口
（茨城空港北 IC ～（仮）鉾田 IC 間）

   東日本高速道路（株）水戸工事事務所
   ☎ 029-253-3000（平日 9:00 ～ 17:00）

問

相  談  日　毎月第２水曜日・第４水曜日
　　　　　（７月は、10日と24日です。）
相談時間　10:00 ～ 16:00
場　　所　鉾田市役所敷地内（プレハブ事務所）
内　　容　土地（用地・補償・相続）に関する事
　　　　　及び用地・補償契約に関する相談

平成 25年度認知症フォーラム
（サポーター養成講座）開催
  市役所介護保険課包括支援センター　☎ 34-0011問

日　時　7/27（土）　13:00 ～ 15:00
　　　　　　　　  　受付 12:00 ～
場　所　大洋公民館　大集会室
内　容　演題「認知症を理解する」
　　　　講師：水上勝義氏（筑波大学大学院教授）
定　員　200 名　※参加無料

安全にマリンレジャーを楽しむために
【茨城海上保安部からのお知らせ】

   茨城海上保安部　☎ 029-263-4118（代表）問

　茨城海上保安部では 7 月 1 日から 8 月 31
日までを重点期間として、マリンレジャー愛
好家に対して安全指導を行う予定です。
海で命を守る３つのポイント
①プレジャーボート、釣り等の方々はライフ
　ジャケットの常時着用や複数人による行動
②携帯電話等の連絡手段の確保
　（防水パックの活用）
③海の事件・事故は「118 番」へ
【海の安全情報メール配信中】　
　http//www7.kaiho.mlit.go.jp/
    micsmail/reg/touroku.html
　（登録無料）

対象試合
　日　時　8/7（水）19:00 ～（予定）
　場　所　県立カシマサッカースタジアム
　対　戦　スルガ銀行チャンピオンシップ
　　　　　対サンパウロ FC戦
●チケット配布（チケットはゾーン指定席です）
日　時　7/23（火）～ 8/2（金）
　　　　9:00 ～ 16:00
場　所　鉾田市役所企画課
　　　　大洋市民センター・旭市民センター
その他　・市内に在住・在勤・在学がわかる
　　　　　身分証明書等をお持ちください。
　　　　・お一人様２枚までとさせていただ
　　　　　き、チケットが無くなり次第終了
　　　　　となりますので予めご了承ください。
　　　　・ホームタウンの小学生はキッズパ
　　　　　スが利用できます（ただし自由席）

市内在住・在勤・在学の方
　鹿島アントラーズの試合にご招待！
  市役所企画課　☎ 32-2111（内線 1302）問

茨城県不妊専門相談センター
「グループ (おしゃべり会）」の案内
 問      県産婦人科医会不妊相談センター専用電話
　  　☎ 029-241-1130（月～金曜日 9時～ 15 時） 

　不妊治療を受ける（受けていた）なかで同
じ悩みを感じている人と話をしたい、話を聞
いてみたい人たちのグループカウンセリング
を実施します。なお、ご参加される方の個人
情報は厳守いたします。
　ひとりで悩まず、お気軽にご参加ください。

日　程 内　容

7/28（日）

「不妊治療を始めて間もない女性」
これから不妊治療を考えている
方、治療を始めて間もない方等、
不妊に関する悩みをお持ちの方

9/22（日）

「不妊に悩む女性」
現在不妊治療中の方で、治療のス
テップアップを考えている時の悩
みをお持ちの方

11/24（日）

「治療をやめたが悩んでいる女性」
治療をやめてはみたが気持ちにま
だ迷いがある等、治療終了に関連
した悩みを持っている方

1/26（日）「不育症に悩む女性」流産を繰り返し体験している方

時　間　14:20 ～ 14:35　受付
　　　　14:35 ～ 14:50　プレマタニティビクス
　　　　14:50 ～ 16:20　グループカウンセリング
場　所　茨城県三の丸庁舎　１階相談室 101
定　員　10 名程度
相談員　県不妊専門相談センターの助産師
　　　　不妊カウンセラー
申込方法　開催日の前々日（２日前）までに電
　　　　話にてお申込みください。

　作夏、大変ご好評いただきました茨城空港
発の那覇直行便が、今年も７月１日から１日
１往復運航されます。
　今年も夏休みは、ぜひ、茨城空港から直行
で行けるリゾート沖縄をお楽しみください。
　運航ダイヤ

　
※運航ダイヤ・料金などについては、スカイ
　マークに電話（☎ 050-3116-7370）または
　ホームページ (http://www.skymark.co.jp/ja/)
　等でご確認ください。

7 月 1日～ 9月 30 日の期間
　季節定期便「茨城⇔那覇線」就航
   県空港対策課　☎ 029-301-2761問

茨城⇒那覇 那覇⇒茨城

11:10 → 14:15 14:50 → 17:25

　社会福祉協議会は、
誰もが安心して暮らせ
る「人にやさしいまち
づくり」を進めるため、
地域の皆さまや関係機
関と連携を図りながら
事業を推進する民間の
福祉団体です。市民の
皆さまから寄せられた貴重な自主財源である
会費は、各種福祉対策事業などを推進するた
め有効に活用されています。
　毎年 7月～ 8月は、会員募集月間となって
おります。地域福祉推進員（区長）・自治会長・
班長さんの協力を得て、会員加入のお願いに
お伺いいたしますので、趣旨にご賛同をいた
だきご加入をよろしくお願いします。

平成25年度  社協会員募集のお願い
  市社会福祉協議会　☎ 32-5831問

《会費の種類》
　●一般会員　 １口　1,000 円
　●特別会員　 １口　5,000 円
　●法人（団体）１口  10,000 円

募集します

お知らせ 「３ｏｎ３鉾田ＣＵＰ」
　　　　  参加チーム募集！
 問      鉾田市体育協会事務局　☎ 32-4263
　　  （水～土曜日　8:30 ～ 17:00）　  

申込締切　7/18（木）　※先着順
日　　時　7/27（土）　8:30 ～
場　　所　鉾田総合公園　体育館
参加規定　① 18 歳未満のチーム編成の場合
　　　　　　は、責任者が成人でなければな
　　　　　　らない。
　　　　　②男女混成チームでも可
　　　　　③代表者会議に出席しない場合に
　　　　　　は参加を認めない。
参加人員　責任者1名・選手5名、計6名以内
参加費用　1チーム 3,000 円（保険料含む）
　　　　　※代表者会議時納入
申込方法　大会参加申込書に所定事項を記入
　　　　　の上、申込締切までに直接持込む
　　　　　か、郵送又は FAX で送付願います。
　　　　　参加チーム数は 48 チームまでと
　　　　　し、先着順にて締め切ります。
　　　　　※申込書は体育協会事務局まで
申  込  先　〒 311-1528
　　　　　鉾田市当間 2331
　　　　　鉾田総合公園内
　　　　　鉾田市体育協会事務局
　　　　　田口宛て
　　　　　FAX 32-5124
代表者会議　日時：7/19（金）19:30 ～
　　　　　場所：市役所福祉事務所2F会議室
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市立図書館休館日7月 休館日

つくば（9:00～21:00） ☎029-852-9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072-727-2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20:00～23:00） ☎0299-82-3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18:30～23:30）
日曜日・祝日・年末年始（9:00～17:00）
☎029-254-9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応）         ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34-0110
鉾田消防署 ☎34-0119
旭 出 張 所 ☎34-4119
大洋出張所 ☎34-5119
火災情報テレホンサービス ☎32-2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34-8770
 ☎34-8771

納税カレンダー
固定資産税 2期

納期限
7/31（水）国民健康保険税 1期

後期高齢者医療保険料 1期

市役所秘書広聴課
☎33-2111（内線1212）

問

とき　7/10（水）　17：00～19：00
　　　鉾田中央公民館

行政相談  （定例）

電話番号 7月

高 須 病 院 33-2131 7・28

ハタミ病院 33-3158 14

北浦整形外科 33-2136 15

鉾 田 病 院 32-3313 21

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

休日診療 （7/３～8/３まで掲載）

心配ごと相談（事前予約制）

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32-5831
☎37-3571
☎34-5200

とき　7/25（木）鉾田中央公民館
　　　8/22（木）旭地区学習等供用施設
※弁護士による無料法律相談
※時間は10：45～15：00
※定員13名になり次第締切

健康カレンダー （7/３～8/３まで掲載）

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問 ☎33-3691
☎37-1411
☎39-4866

事業名 場所（項目） 7月

育児相談
鉾　田 10（水）
大　洋 16（火）
旭 30（火）

乳児健診 鉾　田 10（水）
（H25.3生）

10 ヵ月児
歯科相談 鉾　田 10（水）

（H24.9生）

幼児健康診査
鉾　

田

1歳半健診 3（水）
（H23.12生）

2  歳  児
歯科検診

12（金）
（H22.12生）
8/2（金）

（H23.1生）

3歳児健診 9（火）
（H22.1生）

マザークラス 旭
（全2回）

②7/18（木）
（Ｈ25．10~11予定日）

赤ちゃん教室 旭
（全2回）

②7/18（木）
（H25.2～3生）

機能回復訓練
（リハビリ） 旭・鉾田・大洋

事前の予約や申
込みが必要にな
ります。

事　
　

業

精
神
保
健

デイケア 鉾　田

フリークラブ 大　洋

市役所秘書広聴課
☎33－2111（内線1212）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　7/8（月）大洋総合支所
　　　8/5（月）旭総合支所
※時間は8：15～9：15

　６月３日に行われた朝市トークでは、ボランティ
ア活動や空き家対策などが話題となりました。

鉾田地区防犯協会ホームページ
 □ http://www11.ocn.ne.jp/̃hokobou

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

農業用使用済プラスチックなどの収集
市役所産業経済課　☎33-2111（内線1162）問

旭 鉾田 大洋

塩　ビ 7/24（水）8/29（木）1/23（木）

ポ　リ 8/28（水）7/11（木）7/23（火）

搬入時間　　9:00 ～ 12:00 まで

「夏休み子どもふれあい事業」参加者募集
   問     市教育委員会 生涯学習課（〒 311-1492 鉾田市造谷 605-3）☎ 37-4342　FAX 37-3185

対象者　市内小学４～６年生
【他市町交流事業　巴川探検隊】　定員 20名（抽選）
　申込期間　7/5（金）～ 12（金）　
　日　　時　7/27（土）　7:50 集合　集合場所：鉾田市役所
　内　　容　巴川流域の小学生との交流（笠間市愛宕山ハイキング・水質調査）
　申込方法　電話又は FAX にてお申込みください。
【食の見聞隊】　定員 38名（抽選）
　日　　時　8/6（火）　8:50 集合　集合場所：鉾田市役所
　内　　容　コカコーラ茨城工場・茨城県畜産センター
　参  加  費　150 円程度（アイスクリームづくりの材料費等）
　申込方法　往復ハガキによる受付、7/16（火）必着
【なるほど霞ヶ浦調査隊】　定員 35名（抽選）
　申込期間　7/5（金）～ 26（金）
　日　　時　8/20（火）　8:30 集合　集合場所：鉾田市役所
　内　　容　船上で水や生き物を観察
　申込方法　電話又は FAX にてお申込みください。
【郷土の歴史探検隊】　定員 20名（抽選）
　申込期間　7/5（金）～ 26（金）
　日　　時　8/23（金）　8:30 集合　集合場所：鉾田市役所
　内　　容　遺跡探索・勾玉づくり体験
　申込方法　電話又は FAX にてお申込みください。

ハッピー☆子育て講座  参加者募集
   問      鉾田市ファミリーサポートセンター（市社会福祉協議会内）　☎ 32-5831

日程・内容（全７回）

時　間　10:00 ～ 12:00
場　所　老人福祉センターともえ荘　2F（鉾田市当間 228）
対象者　ファミリーサポートセンター会員、市内在住で子育て中の方
参加費　無　料
その他　託児スペースがありますので、お子様連れの方もお気軽にご参
　　　　加ください。
申込先　鉾田市ファミリーサポートセンターへ電話でお申込みください。

日　程 内　容

第１回 8/2（金） ファーストトーク＆パペットによる人形劇
講師：十万久美子氏（ﾛｲﾔﾙｾﾗﾋﾟｽﾄ協会）

第２回 9/6（金） 子どもの薬～飲ませ方と注意点～
第３回 10/4（金） 親子遠足
第４回 11/8（金） コーチング講座
第５回 12/13（金） クリスマスコンサート＆リース作り
第６回 1/10（金） 親子ヨガ教室
第７回 2/14（金） お菓子作り

※収集日当日の登録は混雑しますので
　事前に登録をお願いします。


